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実質県内総生産将来予測値推計ファイルの使用手順 

 

「実質県内総生産の将来予測値推計モデルについて」７ページのシナリオ分析の例 No.1～4 にて 

実際に将来予測値推計ファイルから算出する方法・手順を以下に示す。 

 

シナリオ分析の例 

No.1 出生率がベースラインよりも約 10％増加した場合（期間：2030～2034 年度） 

 

① 将来予測値推計ファイルの「Note」シートを開き、「S男女別出生数」をクリックする。 

 

 

 

 

② 「S男女別出生数」シートに飛ぶので、2030～2034 年度の出生割合の数値を変更する。 
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③ 該当するセルの数値（計算式）に 1.1 をかける。  

※ 手入力で数値を変更したセルは着色しておくとよい。（色は任意、以下同じ） 

 

 

 

 

④ 「比較シート」にシナリオによる試算結果が算出される。 

 順に見ていくと、2031 年からベースラインに対して総人口が増加していることが分かる。 

 ※ 「変動幅（＝シナリオ－ベースライン）」がシナリオによる変動を表す。 
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2045 年頃から、労働力人口、県内就業者数、労働投入がベースラインに対して増加する。 

 

 

 

 

  「比較シート」14行目に実質県内総生産の増加額が表示される。 

 

 

 このように、シナリオに該当する数値（シート名が S_で始まるところにある）を操作すると、「比

較シート」に実質県内総生産の変動額と変動率が、それぞれ算出される。 
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No.2 70 歳未満の女性の労働力率が年に 0.5 ポイントずつ上昇した場合（期間：2030～2034 年度） 

 

① 将来予測値推計ファイルの「Note」シートを開き、「S労働力率_女」をクリックする。 

 

 

 

 

② 「S労働力率_女」シートに飛ぶので、2030～2034 年度の労働力率の数値を変更する。 
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③ 該当するセルの数値（計算式）に 0.005 を加算する。 

 

 

 

 

④ 「比較シート」にシナリオによる試算結果が算出され、実質県内総生産の増加額が表示される。 
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No.3 「その他鉱工業」の就業者数が外生的に 5,000 人増加（期間：2030～2034 年度） 

 

① 将来予測値推計ファイルの「Note」シートを開き、「S 外生要因調整済み県内就業者数」をクリック

する。 

 

 

 

 

 

② 「S外生要因調整済み県内就業者数」シートに飛ぶので、2030～2034 年度の就業者数の値を変更

する。（千人単位のため、2030 年度に「5」を入力する。また、2035 年度に「0」を入力する。） 
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③ 「比較シート」にシナリオによる試算結果が算出され、実質県内総生産の増加額が表示される。 
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No.4 「その他鉱工業」の設備投資額が外生的に 30 億円増加（期間：2030～2034 年度） 

 

① 将来予測値推計ファイルの「Note」シートを開き、「S_投資系列逆算とストック再計算」をクリ

ックする。 

 

 

 

 

② 「S_投資系列逆算とストック再計算」シートに飛ぶので、〈外生的な投資系列の増減〉の欄で、

2030～2034 年度に数値を入力する。 
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③ 該当するセルに数値を入力する。（百万円単位のため「3,000」と入力する。） 

 

 

 

 

④ 「比較シート」にシナリオによる試算結果が算出され、実質県内総生産の増加額が表示される。 

 

 

 

※ 設備投資の翌年に生産設備が稼働するという想定のため、2031 年度から実質県内総生産が増

加する。 

 

 


